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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第45期

第３四半期累計期間
第46期

第３四半期累計期間
第45期

会計期間
自 平成28年10月21日
至 平成29年７月20日

自 平成29年10月21日
至 平成30年７月20日

自 平成28年10月21日
至 平成29年10月20日

売上高 (千円) 1,906,211 1,955,143 2,472,027

経常利益 (千円) 137,401 244,316 213,080

四半期(当期)純利益 (千円) 89,435 164,612 146,114

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 479,885 479,885 479,885

発行済株式総数 (株) 5,969,024 5,969,024 5,969,024

純資産額 (千円) 2,190,511 2,374,047 2,251,557

総資産額 (千円) 5,059,645 5,181,941 5,374,952

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 15.97 29.39 26.09

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.00

自己資本比率 (％) 43.3 45.8 41.9
 

 

回次
第45期

第３四半期会計期間
第46期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成29年４月21日
至 平成29年７月20日

自 平成30年４月21日
至 平成30年７月20日

１株当たり四半期純損失金額
(△)

(円) △11.63 △5.27
 

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

 ２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３　持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社が存在しないため記載しておりません。

 ４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、潜在株式が存在しないため記載し

ておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中における将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

(1)経営成績の分析

①業績の概況

当第３四半期累計期間（平成29年10月21日～平成30年7月20日）におけるわが国経済は、企業業績や雇用・所得

環境の改善などを背景に、設備投資や個人消費などにも持ち直しの動きが見られることから、引き続き緩やかな回

復基調で推移しました。一方、米国の保護主義的な通商政策など、懸念される国際経済の不確実性等、先行きは依

然として不透明な状況で推移しています。

　当社の属する建設コンサルタント業界を取り巻く市場・受注環境につきましては、公共事業全体として力強さを

欠くとともに、国土防災・保全対策関連事業等が減少傾向にあるなど、引き続き厳しい状況が予想されます。

こうしたなか、当社としては、主力である地質調査・防災・土木設計事業で培った技術力を基盤とした技術提案

と価格競争力の強化を経営の最重要課題のひとつとして位置付け、特に防災・減災対策分野やインフラの老朽化対

策分野の受注確保に努めてまいりました。

その結果、当第３四半期累計期間の受注高は、19億６千４百万円（前年同期比30.6％増）となりました。

売上高につきましては、19億５千５百万円（同2.6％増）となり、営業利益２億２千２百万円（同68.5％増）、

経常利益２億４千４百万円（同77.8％増）、四半期純利益１億６千４百万円（同84.1％増）となりました。

なお、セグメント別の業績は以下のとおりであります。

（建設コンサルタント事業）

建設コンサルタント事業の当第３四半期累計期間の業績は、完成業務収入18億２千３百万円(前年同期比2.8％

増)、売上総利益６億４千９百万円(同21.7％増)となりました。

（不動産賃貸等事業）

不動産賃貸等事業の当第３四半期累計期間の業績は、不動産賃貸等収入１億３千１百万円(前年同期比0.8％

減)、売上総利益２千８百万円(同31.8％減)となりました。

 

②売上高の季節的変動について

当社は、国、地方公共団体をはじめとする公共部門との取引が主体であり、納期等の関係から、売上高が特定の

四半期に偏る傾向にある反面、経費は概ね各四半期に均等に発生することによる季節変動がみられます。

 
(2)財政状態の分析

(資産)

資産合計は、51億８千１百万円(前事業年度末比１億９千３百万円減)となりました。

主な増減内訳は、現金及び預金(同２千万円増)、受取手形及び完成業務未収入金(同１億５千９百万円減）、投資

有価証券(同２千万円減)等であります。

(負債)

負債合計は、28億７百万円(前事業年度末比３億１千５百万円減)となりました。

主な増減内訳は、業務未払金(同２千１百万円減)、短期借入金(同２億５千万円減)、未成業務受入金(同１億１百

万円増）、長期借入金（同１億２千７百万円減)等であります。

(純資産)

純資産合計は、23億７千４百万円(前事業年度末比１億２千２百万円増)となりました。

主な増減内訳は、利益剰余金(同１億３千６百万円増)等であります。
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(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

なお、当社は財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針につきましては、特に定めてお

りませんので、記載すべき事項はありません。

 

(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 16,000,000

計 16,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成30年７月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年８月31日)

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引

業協会名
内容

普通株式 5,969,024 5,969,024
東京証券取引所　JASDAQ
(スタンダード)

（注）

計 5,969,024 5,969,024 ― ―
 

(注)株主としての権利内容に制限のない、標準となる株式であり、単元株式数は100株であります。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

 

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

 

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成30年４月21日～
平成30年７月20日

― 5,969,024 ― 479,885 ― 306,201
 

 

(6) 【大株主の状況】

 

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成30年４月20日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成30年７月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 368,500
 

―
権利内容に何ら制限のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

5,598,700
55,987 同上

単元未満株式 普通株式 1,824
 

― １単元(100株)未満の株式

発行済株式総数 5,969,024 ― ―

総株主の議決権 ― 55,987 ―
 

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式75株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成30年７月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社キタック

新潟市中央区新光町10番地２ 368,500 ― 368,500 6.17

計 ― 368,500 ― 368,500 6.17
 

 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

(1) 退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役 技術管理部門副統括 涌井　正樹 平成30年６月16日
 

 
(2) 異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　 男性13名　女性１名　（役員のうち女性の比率7.1％）
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第63

号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成30年４月21日から平成30年

７月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年10月21日から平成30年７月20日まで)に係る四半期財務諸表につい

て、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社が存在しませんので四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１ 【四半期財務諸表】

(1) 【四半期貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年10月20日)
当第３四半期会計期間
(平成30年７月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 256,281 277,195

  受取手形及び完成業務未収入金 251,854 92,724

  未成業務支出金 403,390 404,907

  貯蔵品 4,019 4,209

  繰延税金資産 27,754 16,617

  その他 20,213 25,491

  貸倒引当金 △627 △264

  流動資産合計 962,887 820,881

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物（純額） 261,118 255,964

   工具、器具及び備品（純額） 456,448 458,519

   賃貸資産（純額） 901,713 866,262

   土地 2,354,153 2,354,153

   その他（純額） 42,368 40,207

   有形固定資産合計 4,015,804 3,975,106

  無形固定資産 68,165 59,385

  投資その他の資産   

   投資有価証券 282,642 262,290

   繰延税金資産 22,654 33,248

   その他 22,797 31,028

   投資その他の資産合計 328,094 326,567

  固定資産合計 4,412,064 4,361,059

 資産合計 5,374,952 5,181,941

負債の部   

 流動負債   

  業務未払金 63,854 42,273

  短期借入金 550,000 300,000

  1年内償還予定の社債 150,000 -

  1年内返済予定の長期借入金 170,000 170,000

  未成業務受入金 76,255 178,219

  未払法人税等 39,514 43,563

  賞与引当金 43,016 21,014

  業務損失引当金 12,200 8,470

  その他 191,036 189,732

  流動負債合計 1,295,877 953,274

 固定負債   

  社債 300,000 450,000

  長期借入金 1,190,000 1,062,500

  退職給付引当金 69,716 79,112

  役員退職慰労引当金 180,720 186,998

  その他 87,079 76,009

  固定負債合計 1,827,517 1,854,619

 負債合計 3,123,394 2,807,893
 

 

EDINET提出書類

株式会社キタック(E05015)

四半期報告書

 8/15



 

           (単位：千円)

          
前事業年度

(平成29年10月20日)
当第３四半期会計期間
(平成30年７月20日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 479,885 479,885

  資本剰余金 306,201 306,201

  利益剰余金 1,525,465 1,662,075

  自己株式 △110,526 △110,526

  株主資本合計 2,201,025 2,337,635

 評価・換算差額等   

  その他有価証券評価差額金 50,532 36,412

  評価・換算差額等合計 50,532 36,412

 純資産合計 2,251,557 2,374,047

負債純資産合計 5,374,952 5,181,941
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(2) 【四半期損益計算書】

【第３四半期累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期累計期間
(自 平成28年10月21日
　至 平成29年７月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年10月21日
　至 平成30年７月20日)

売上高 1,906,211 1,955,143

売上原価 1,330,598 1,277,143

売上総利益 575,613 677,999

販売費及び一般管理費 443,785 455,902

営業利益 131,828 222,097

営業外収益   

 受取利息 2 14

 受取配当金 4,449 4,599

 業務受託手数料 25,348 46,460

 匿名組合投資利益 7,411 9,819

 その他 8,890 6,395

 営業外収益合計 46,100 67,288

営業外費用   

 支払利息 23,280 20,443

 社債利息 1,601 998

 業務受託費用 11,877 18,817

 その他 3,767 4,808

 営業外費用合計 40,527 45,068

経常利益 137,401 244,316

税引前四半期純利益 137,401 244,316

法人税、住民税及び事業税 35,449 72,964

法人税等調整額 12,516 6,739

法人税等合計 47,965 79,703

四半期純利益 89,435 164,612
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【注記事項】

(四半期損益計算書関係)

　　 売上高の季節的変動

前第３四半期累計期間（自　平成28年10月21日　至　平成29年７月20日）及び当第３四半期累計期間（自　平

成29年10月21日　至　平成30年７月20日）

当社は、官公庁取引が大半を占める事業の性質上、売上高が第２四半期会計期間及び第４四半期会計期間に集

中する傾向があり、各四半期会計期間の業績に季節的変動があります。

 

 

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）は、次のとおりであります。

 
　　前第３四半期累計期間
　（自　平成28年10月21日
　　至　平成29年７月20日）

　　当第３四半期累計期間
　（自　平成29年10月21日
　　至　平成30年７月20日）

減価償却費 73,213 千円 71,024 千円
 

　

 

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成28年10月21日 至 平成29年７月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年１月17日
定時株主総会

普通株式 28,002 5.00 平成28年10月20日 平成29年１月18日 利益剰余金
 

.　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。

 

当第３四半期累計期間(自 平成29年10月21日 至 平成30年７月20日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年１月18日
定時株主総会

普通株式 28,002 5.00 平成29年10月20日 平成30年１月19日 利益剰余金
 

.　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日後とな

るもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成28年10月21日 至 平成29年７月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高    

  外部顧客への売上高 1,773,959 132,252 1,906,211

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 1,773,959 132,252 1,906,211

セグメント利益 533,734 41,878 575,613
 

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

 

 
Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成29年10月21日 至 平成30年７月20日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：千円）

 
報告セグメント

建設コンサルタント事業 不動産賃貸等事業 計

売上高    

  外部顧客への売上高 1,823,959 131,183 1,955,143

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ―

計 1,823,959 131,183 1,955,143

セグメント利益 649,443 28,556 677,999
 

(注)　セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期累計期間
(自 平成28年10月21日
至 平成29年７月20日)

当第３四半期累計期間
(自 平成29年10月21日
至 平成30年７月20日)

１株当たり四半期純利益金額 15円97銭 29円39銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 89,435 164,612

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 89,435 164,612

    普通株式の期中平均株式数(株) 5,600,450 5,600,450
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。　　

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年８月30日

株式会社キタック

取締役会  御中

有限責任監査法人　トーマツ
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 　安　藤　　　武　　　　印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   石　尾　雅　樹　　　　印

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社キタッ

クの平成29年10月21日から平成30年10月20日までの第46期事業年度の第３四半期会計期間(平成30年４月21日から平成30

年７月20日まで)及び第３四半期累計期間(平成29年10月21日から平成30年７月20日まで)に係る四半期財務諸表、すなわ

ち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表

を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適

正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社キタックの平成30年７月20日現在の財政状態及び同日をもって終

了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められ

なかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 

(注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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